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コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

精神科ソーシャルワーク論Ⅲ 15
精神障害者への支援の基本的考え方、精神科リハビリテーションの考え
方、知識、技術を含め、講義を行った。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

社会福祉専門演習Ⅱ 〇

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 15 現場実習での巡回指導、実習報告書の作成を含めた事後指導を行った。

該当なし

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ
15
15

文献の精読、議論を通し、思考しまとめるための演習を行った。
実習目的の明確化、事業所等の理解を含めた事前指導を行った。

社会福祉演習 15
情報センターの利用、レポートの書き方、プレゼンテーション等を含
め、情報を得て考えをまとめ表現しあう演習を行った。

ソーシャルワーク演習Ⅲ 15 グループワークの基礎技術を含めた演習を行った。
〇社会福祉専門演習Ⅰ 15 文献の検索、精読、議論を通し、思考しまとめるための演習を行った。

（２）演習
演習の名称 科目責任者

『障害のある人の権利擁護・意思決定を
支えるための推進会議 3年間の歩み ~私
たちのことを私たち抜きで決めないで

共著
⼀般社団法人⻑崎県⼿をつ
なぐ育成会冊子

竹内隆伯、谷美絵、那須順、三村均、野
澤由夏、高島恭子

2020.5

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

「障害者権利条約指標（CRPD指標）
《JD仮訳その②》第8条 意識の向上の指
標例」翻訳

共著
日本障害者協議会ホーム
ページにて公開

佐藤久夫、高島恭子 2020.10

「障害者権利条約と世界の国々《JD仮
訳》スイス初回締約国報告（2016年1
月）」翻訳

共著
日本障害者協議会ホーム
ページにて公開

佐藤久夫、高島恭子 2021.2

2020.10

「障害者権利条約指標（CRPD指標）
《JD仮訳その②》第19条 自立生活と地域
社会へのインクルージョンの指標例」翻

日本障害者協議会ホーム
ページにて公開

佐藤久夫、高島恭子 2020.10共著

「障害者権利条約指標（CRPD指標）
《JD仮訳その②》第18条 移動の自由と国
籍の指標例」翻訳

共著
日本障害者協議会ホーム
ページにて公開

佐藤久夫、高島恭子

（４）その他
該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし
（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

氏名 高島 恭子 部署 社会福祉子ども学科 職名 准教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
2006年⻑崎国際⼤学人間社会学部社会福祉学科講師、10年⻑崎国際⼤学人間社会学部社会福祉学科准教授、17年⻑崎
国際⼤学人間社会学部社会福祉学科教授、17年⻑崎国際⼤学⼤学院人間社会学研究科教授、20年埼⽟県立⼤学保健医
療福祉学部社会福祉子ども学科准教授

所属学会（役職） 日本社会福祉学会、日本保健福祉学会、日本グループホーム学会、日本発達障害学会、⼤学教育学会

１．研究業績
（１）著作

研究分野 障害者福祉 精神保健福祉
学位 修士（社会福祉学）
学歴 1986年国際基督教⼤学教養学部教育学科、2003年日本社会事業⼤学⼤学院社会福祉学研究科博士前期課程

該当なし
（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ
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学科等における委員会等 国家試験支援担当 2020.4〜2021.3

５．学内運営
項目 内容 期間

該当なし

（４）その他
項目 相⼿方等 内容 期間

特定非営利活動法人日本ソーシャルワーカー協会 理事（国際委員） 2011.1〜現在

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称

該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年月

該当なし
８．特記事項

委員等の名称 任期

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

該当なし

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

博士論文 主指導（指導教員） 0名 副指導（指導補助教員） 0名
修士論文 主指導（指導教員） 0名 副指導（指導補助教員） 0名
卒業論文 主指導 0名 副指導 0名

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

精神保健福祉援助実習 学内実習:3 精神保健福祉援助に係る専門的知識を習得し続ける力の向上を図った。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ソーシャルワーク実習Ⅱ
2020.8〜2020.9
学内実習:28

3年生を対象に、福祉事務所、障害福祉サービス事業所にて7~10日間の
現場実習、現場実習7日相当分のZoomによる学内実習を行った。

ヒューマンケア体験実習 学内実習:15 全体のプログラムに沿って、学生の参加とグループ活動を促進させた。


